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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月27日(2010.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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潤滑組成物であって、
　（ａ）潤滑粘性の油；
　（ｂ）窒素を含有するポリ（メタ）アクリレートコポリマーを含む分散性粘性改変剤で
あって、該コポリマーは、該分散性粘性改変剤に対して少なくとも０．４重量％の窒素を
提供する量の窒素含有モノマーから得られる、分散性粘性改変剤；および
　（ｃ）アミンと、ヒドロカルビル置換されたスクシンアシル化剤との反応から調製され
る、スクシンイミド分散剤であって、該ヒドロカルビル置換されたスクシンアシル化剤は
、塩素の実質的非存在下で、鎖の少なくとも７０％が末端ビニリデン末端基を含むポリア
ルケンと、マレイン酸無水物との反応によって調製される、スクシンイミド分散剤、
を含む、潤滑組成物。
【請求項２】
（ｄ）リンの酸をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
前記分散性粘性改変剤は、０．４～１．２重量％の窒素原子を含む、請求項１または２に
記載の組成物。
【請求項４】
前記分散性粘性改変剤は、２．５～６重量％の、前記窒素含有モノマー由来の単位を含む
、請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
前記窒素含有モノマーは、３－ジメチルアミノプロピルメタクリルアミド、Ｎ－ビニルピ
ロリドン、もしくはジメチルアミノエチルメタクリレートを含む、請求項１～４のいずれ
か１項に記載の組成物。
【請求項６】
前記分散性粘性改変剤は、Ｃ６～Ｃ１８アルキルメタクリレートおよび３－ジメチルアミ
ノプロピルメタクリレートを含むモノマーから得られるコポリマーである、請求項１～５
のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項７】
前記分散性粘性改変剤のモノマーは、Ｃ１～Ｃ４アルキルメタクリレートをさらに含む、
請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
前記分散性粘性改変剤の量は、０．５～１０重量％である、請求項１～７のいずれか１項
に記載の組成物。
【請求項９】
前記スクシンイミド分散剤は、非環式結合を介して前記ヒドロカルビル置換基に結合され
る少なくとも１つのスクシン部分を含む、請求項１～８のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１０】
前記スクシンイミド分散剤のアミン部分は、ポリ（アルキレンアミン）を含む、請求項１
～９のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１１】
前記スクシンイミド分散剤はホウ酸化されている、請求項１～１０のいずれか１項に記載
の組成物。
【請求項１２】
前記スクシンイミド分散剤は、テレフタル酸でさらに処理されている、請求項１～１１の
いずれか１項に記載の組成物。
【請求項１３】
前記スクシンイミド分散剤の窒素含有量は、０．８～２．０重量％である、請求項１～１
２のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１４】
前記スクシンイミド分散剤は、０．１～１０重量％の量で存在する、請求項１～１３のい
ずれか１項に記載の組成物。
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【請求項１５】
請求項１～１４のいずれか１項に記載の潤滑組成物を、トランスミッション、ギアボック
ス、トランスファーケース、もしくはチェーンに供給する工程を包含する、トランスミッ
ション、ギアボックス、トランスファーケース、もしくはチェーンを潤滑するための方法
。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　（発明の要旨）
　本発明は、以下を含む潤滑組成物を提供する：
　（ａ）潤滑粘性の油；
　（ｂ）ポリ（メタ）アクリレートコポリマーを含む分散性粘性改変剤であって、上記ポ
リ（メタ）アクリレートコポリマーは、上記分散性粘性改変剤に対して少なくとも約０．
４重量％の窒素を提供する量において窒素含有モノマーを含む、分散性粘性改変剤；およ
び
　（ｃ）アミンとヒドロカルビル置換されたスクシンアシル化剤（ｓｕｃｃｉｎｉｃ　ａ
ｃｙｌａｔｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）との反応から調製されるスクシンイミド分散剤であって
、上記ヒドロカルビル置換されたスクシンアシル化剤は、塩素の実質的非存在下で、鎖の
少なくとも約７０％が末端ビニリデン末端基を含むポリアルケンと、マレイン酸無水物と
の反応によって調製される、スクシンイミド分散剤。
また、本発明は以下を提供する：
（項目１）
潤滑組成物であって、
　（ａ）潤滑粘性の油；
　（ｂ）窒素を含有するポリ（メタ）アクリレートコポリマーを含む分散性粘性改変剤で
あって、該コポリマーは、該分散性粘性改変剤に対して少なくとも約０．４重量％の窒素
を提供する量の窒素含有モノマーから得られる、分散性粘性改変剤；および
　（ｃ）アミンと、ヒドロカルビル置換されたスクシンアシル化剤との反応から調製され
る、スクシンイミド分散剤であって、該ヒドロカルビル置換されたスクシンアシル化剤は
、塩素の実質的非存在下で、鎖の少なくとも約７０％が末端ビニリデン末端基を含むポリ
アルケンと、マレイン酸無水物との反応によって調製される、スクシンイミド分散剤、
を含む、潤滑組成物。
（項目２）
（ｄ）リンの酸をさらに含む、項目１に記載の組成物。
（項目３）
前記分散性粘性改変剤は、約０．４～約１．２重量％の窒素原子を含む、項目１または２
に記載の組成物。
（項目４）
前記分散性粘性改変剤は、約２．５～約６重量％の、前記窒素含有モノマー由来の単位を
含む、項目１～３のいずれか１項に記載の組成物。
（項目５）
前記窒素含有モノマーは、３－ジメチルアミノプロピルメタクリルアミド、Ｎ－ビニルピ
ロリドン、もしくはジメチルアミノエチルメタクリレートを含む、項目１～４のいずれか
１項に記載の組成物。
（項目６）
前記分散性粘性改変剤は、Ｃ６～Ｃ１８アルキルメタクリレートおよび３－ジメチルアミ
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ノプロピルメタクリレートを含むモノマーから得られるコポリマーである、項目１～５の
いずれか１項に記載の組成物。
（項目７）
前記Ｃ６～Ｃ１８アルキルメタクリレートは、２－エチルヘキシルメタクリレートを含む
、項目６に記載の組成物。
（項目８）
前記分散性粘性改変剤のモノマーは、Ｃ１～Ｃ４アルキルメタクリレートをさらに含む、
項目６または７に記載の組成物。
（項目９）
前記分散性粘性改変剤の量は、約０．５～約１０重量％である、項目１～８のいずれか１
項に記載の組成物。
（項目１０）
前記スクシンイミド分散剤は、非環式結合を介して前記ヒドロカルビル置換基に結合され
る少なくとも１つのスクシン部分を含む、項目１～９のいずれか１項に記載の組成物。
（項目１１）
前記スクシンイミド分散剤のヒドロカルビル置換基は、ポリイソブテン置換基である、項
目１～１０のいずれか１項に記載の組成物。
（項目１２）
前記スクシンイミド分散剤のアミン部分は、ポリ（アルキレンアミン）を含む、項目１～
１１のいずれか１項に記載の組成物。
（項目１３）
前記スクシンイミド分散剤はホウ酸化されている、項目１～１２のいずれか１項に記載の
組成物。
（項目１４）
前記スクシンイミド分散剤のホウ素含有量は、約０．１～約１重量％である、項目１３に
記載の組成物。
（項目１５）
前記スクシンイミド分散剤は、テレフタル酸でさらに処理されている、項目１～１４のい
ずれか１項に記載の組成物。
（項目１６）
前記スクシンイミド分散剤の窒素含有量は、約０．８～約２．０重量％である、項目１～
１５のいずれか１項に記載の組成物。
（項目１７）
前記スクシンイミド分散剤は、約０．１～約１０重量％の量で存在する、項目１～１６の
いずれか１項に記載の組成物。
（項目１８）
項目１～１７のいずれか１項に記載の成分を混合することによって調製される、組成物。
（項目１９）
項目１～１８のいずれか１項に記載の潤滑組成物を、トランスミッション、ギアボックス
、トランスファーケース、もしくはチェーンに供給する工程を包含する、トランスミッシ
ョン、ギアボックス、トランスファーケース、もしくはチェーンを潤滑するための方法。
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